
　　　　

7 年 1 月 20 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 放課後等デイサービス　うらかみえきまえ 作成日支援プログラム

送迎実施の有無平日　10～19時　まで 休日　8時30分～17時30分まで

法人（事業所）理念
出島福祉村では、障がいがあるなしに関わらず、誰もが幸せを感じながら安心して生きていくことのできる社会を目指し、学び育っていく幼少期から、働き社会に価値を生
み出す成人期、そして残りの人生を味わう老年期まで、線ではなく、面で多角的にサポート、情報発信を行い、一生涯を支える幸せの「しくみ」をデザインしています。

（別添資料１）

地域支援・地域連携

・法人でのびわの木祭りの開催
・ハロウィンにて地域のお店との交流。
・法人より広報誌（OMOYAI）を発行し、情報発信を行っています。 職員の質の向上

事業所内の研修や、事業所外の研修に取り組んでいます。
ケース会議を開いて支援方法の統一化を行っています。
資格取得の際はバックアップをおこなっています。
今後、発達分野の専門家よりアドバイスを頂き、職員のスキルアップにつ
なげています。

支　援　内　容

・個別に病状、疾患、アレルギーを把握したうえで健康観察を行い、いつもと様子が違う場合は速やかにご家族に連絡して病状を伝えしています。また軽症の怪我等は建物内の高齢者デイ
サービスに所属する看護師が常駐しているので、処置をおこなっています。
・うらかみに来所してから、帰宅するまでの着替えや準備、片づけ等の習慣化のサポート、所得を目指しています。

・外遊び、ダンス、体操、音楽活動等、集団や個別で活動を通じて集中力・体幹、姿勢保持・体力維持、向上が身につくように支援を行います。
・運動、絵画や、工作、紐とおし通し等の指先トレーニング等、様々なことにチャレンジして興味の幅を広げて個性を伸ばしていく、取り組みを行っています。

本
人
支
援

・休日はホワイトボードにスケジュールを書いて朝の会にて一日の行動予定を確認して、約束事や注意点を伝え見通しを立てて行動ができる支援を行っています。
・全体での聞き取りが苦手なお子さんに対しては、個別でのスケジュール提示、時間に余裕をもっての行動。タイマーを使っての時間の概念、ルールの取得。

・個別に文字や数字、マッチングなど個別学習を取りいれてコミュニケーションの手段・学習能力を把握しています。
・始まりの会での司会を務めて他児童と挨拶を交わしたり、身振り、手振りジェスチャーからやりたいことや、気持ちを汲み取る。言葉が上手く出ないお子さんのは気持ちを受容、代弁し
て気持ちの表出・意思疎通を図っています。

・活動内での担当を担う。共同制作を通じての相手を意識しての行動ができるように取り組んでいます。
・様々な外出場所でのルールをもって遊んぶ。公共の施設、公共機関、買い物学習等体験によりルール、社会性を養って自立支援につなげています。

支援方針

日常生活の基本的な動作や生活のマナーを身につける。

営業時間

家族支援

・保護者様の就業体系に応じた、送迎時間の調整、支援時間の延長。
・学校や他事業所・相談支援事業所との情報共有。
・家族会やディナー会、ペアレントメンター相談会を開催しています。

移行支援

・小学生を対象としていますが、個人の特徴にに合わせて、法人系列の多
機能型、B型就労支援施設の見学・体験をしながら、より将来的な支援を
目指したプログラムを組んでいる、中高生向け対象の放課後等デイサービ
スいわかわへ職員間と連携をとりながら、課題、長所を引き継いで移行を
行っています。

主な行事等 夏祭り・敬老の日、家族会・ハロウィン・クリスマス会・卒業生お祝い会


